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芸術学部フェスタ2022 FESTA-14 作品

2004年より東京工芸大学芸術学部にて教育研究に従事。専門はビジネス実務論、パフォーマンス研究。日本ビ

ジネス実務学会副会長、国際パフォーマンス学会副理事長。コミュニケーション、プレゼンテーション関連の著作

が多く、全国でセミナーや講演なども実施している。直近では論文「医療安全とコミュニケーションの技術」（「麻酔：

増刊号」日本麻酔科学会準機関誌）を発表予定。

ビジネス誌「プレジデント」で執筆した

新刊書評50点を展示。

大学院の授業では、「優れた芸術作品

に余計な解説はいらないとする考え方

もあり、評論はそれゆえに原作品と拮抗

しなければならない」と講じている。

今回の書 評が学 生の手 本になり得る

か、各位の評価を仰ぎたい。

新刊書評 ～なくてもいいものだから～

基礎教育　大島武


